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大学、鹿屋体育大学の 3 大学それぞれで、2018 年 12 月から 2019 年 2 月までの間に調査
した。調査は、それぞれの大学が使用する既存のウェブアンケートシステム（Survey 














設問を設け、続けて個別評価項目として、教育（問 5 から問 7）、研究（問 8 と問 9）、社
会貢献（問 10 から問 12）、大学の姿勢（問 13 から問 15）、やりがい（問 16 から問
20）、評価（問 21 から問 25）、成長（問 26 から問 30）、職場環境（問 31 から問 36）、コ
職名  管理職  一般職  非常勤等  計  





















表 1．各大学の回答率  
括弧内の数値は、各大学における調査年度の 5 月 1 日時点の対象者数である。 
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ミュニケーション（問 37 から問 41）、広報・知名度（問 42 と問 43）、コンプライアンス








ついて主に紹介する。調査結果は、3 大学を順不同で A 大学、B 大学、C 大学して表記し
た。各設問は、7 段階もしくは 4 段階のリッカート尺度 5により回答されているため、そ
れぞれの回答を肯定（7 段階の場合 7 から 5、4 段階の場合 4 と 3）と否定（7 段階の場
合 1 から 3、4 段階の場合 1 と 2）にまとめ、統計解析ソフトウェア R（R Core Team, 
2020）の likert パッケージによる Diverging Stacked Bar Chart 6として、肯定の回答は
緑系、否定の回答は茶系で表した。スコアは必要に応じて Brunner-Munzel 検定 7













                                                   
5 提示された文に回答者がどの程度合意できるかを回答するための尺度。  
6 中立な回答を中心にはさみ、肯定及び否定的回答の 2 極に分け、その割合を相対する方向に表示させ
るグラフ。どちらの回答が多いかが一目でわかるメリットがあり、リッカート尺度の場合に用いられる
ことが多い。  
7 ノンパラメトリック検定の一つで、2 群間の分布が同じであることを仮定せずに使うことができる。  
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図 1．（設問 18）執行部が発信する大学の方向性、大学が目指すべき姿を知っている  
 
 





評価結果のフィードバックについて、設問 23 では給与の満足度について問うている。 
調査の結果、人事評価結果のフィードバックについては、職位別では差が見られなか














図 3．（設問 22）人事評価の結果を本人にフィードバックしている  
 
 
























図 5．（設問 37）大学全体の目標達成、課題解決のために、組織横断的な連携が図れている  
 
４．まとめと課題 


















紹介した 3 つの事例では、A 大学は大学執行部が発信する方向性やその姿への共感に
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1 現在の大学、職場、仕事に満足している。  7 
2 仕事を通じて成長していることを実感している。  7 
3 自大学の職員であることを誇りに感じている。  7 





5 自大学は、優れた教育を行っている。  4 







8 自大学は、優れた研究を行っている。  4 
  9 自大学は、産学連携で企業等の期待に応えている。  4 
  
社会貢献  
10 自大学は、世界的な課題解決に貢献している。  4 
  11 自大学は、国が抱える問題の解決に貢献している。  4 






13 自大学は、改革に積極的に取り組んでいる。  4 
  14 自大学は、環境に配慮した運営を行っている。  4 
  15 自大学は、コスト削減に十分に取組んでいる。  4 
  
やりがい  
16 現在の仕事にやりがいを感じている。  4 
  17 現在の仕事に達成感を感じている。  4 






















  23 自分の給与に満足している。  4 
  24 自分の配属先、業務内容に満足している。  4 












  27 常に知識・技能の向上に努めている。  4 



























  34 あなたの職場では、業務改善が常に行われている。  4 
  35 現在の業務量に納得している。  4 






























42 自大学は、十分な知名度を有している。  4 












































  52 
自大学に「こうなってほしい」「変えてほしい」と
思うところがありましたら、教えてください。  
  
 
 
